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工芸のいま 伝統と創造
─九州・沖縄の作家たち
2009年1月1日（木・祝）～3月15日（日）

九博にチベットがやってくる！

聖地チベットポタラ宮と天空の至宝
平均標高4000メートル以上という高地にありながら、豊かな文化が花開いたチベッ

ト。いまも仏教が暮らしに息づき、人々は礼拝や巡礼で五体投地礼を繰り返します。

元、明、清を通じて中国皇帝とも密接な関係を築き、またインド後期密教の影響を強

く受けたチベット仏教には不思議な姿をした仏が多数見られます。チベット自治区内

でずっと守られてきた珠玉の名品との出会いはもうすぐ。ご期待ください。
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九州国立博物館

福岡空港駅
福岡市営地下鉄

博多駅
福岡市営地下鉄・JR

西鉄 太宰府駅

西鉄 二日市駅
徒歩約15分

JR  二日市駅

JR鹿児島線
快速15分

地下鉄5分

地下鉄5分

西鉄天神大牟田線
（特急）約15分

西鉄 福岡（天神）駅

福岡市営地下鉄 天神駅

徒歩約10分

西鉄太宰府線5分

※（　）内は20名以上の団体料金。※障がい者とその介護者１名は無料。入館の際に障害者手
帳等をご提示ください。※中学生以下、70歳以上の方は、文化交流展示については無料。入館
の際に年齢の分かるもの（生徒手帳、健康保険証、運転免許証等）をご提示ください。※特別展
「工芸のいま 伝統と創造」の観覧料で、文化交流展示もご覧いただけます。※満65歳以上の方
は、特別展「工芸のいま 伝統と創造」の（　）内料金でご入場いただけます。入館の際に年齢の
分かるもの（健康保険証、運転免許証等）をご提示ください。
＊特別展「工芸のいま 伝統と創造」の開催期間は1/1（木・祝）～3/15（日）です。

駐車場に限りがあります。ご来館の際は
公共の交通機関をご利用ください。

交通案内

開館時間
9:30～17:00（入館は16:30まで）

問い合わせ

休館日
月曜日
（月曜日が祝日・振替休日の場合は翌日）
1月5日、12日は開館
1月13日は休館

特別展「工芸のいま 伝統と創造」
一般：1,200円（1,000円）
高校生・大学生：900円（700円）
小学生・中学生：400円（300円）

観覧料（特別展は別料金）
一般：420円（210円） 
高校生・大学生：130円（70円）

〒818‐0118 福岡県太宰府市石坂4‐7‐2
ご案内  NTTハローダイヤル

※オペレーターが対応します。通話料が発生します。
050‐5542‐8600
www.kyuhaku.jp

日　付 イベント名 場　所 時　間

2009.1～3月Event Schedule vol.11

特集 特
別
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※要申し込み（無料）

■1月11日（日）
■2月28日（土） 有田磁器の音コンサート 1Fエントランスホール ①11：00～ ②13：00～ ③15：00～

■1月17日（土）
■3月 1 日（日） 楽しい！美味しい！お茶の淹れ方セミナー ※要申し込み（無料）

1F研修室 ①11：00～ ②13：00～ ③15：00～

■2月 7 日（土） 祭りと伝統工芸─山笠のハッピは久留米絣!? 1Fミュージアムホール 13：30～15：00

■2月 7 日（土）
■2月 8 日（日） 作家がお茶のおもてなし 1Fエントランスホール ①11：00～ ②13：00～ ③15：00～

※要申し込み（無料）
■2月22日（日） 金子賢治が語る  工芸のいま  伝統と創造

「工芸のいま  伝統と創造」展関連イベント

「工芸のいま  伝統と創造」展関連イベント

「工芸のいま  伝統と創造」展関連座談会

「工芸のいま  伝統と創造」展関連イベント

「工芸のいま  伝統と創造」展関連講演会
1Fミュージアムホール 13：30～15：00

2009年4月11日（土）～6月14日（日）

ダーキーニ天像、チベット・17ー18世紀
ノルブリンカ
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工芸のいま 伝統と創造

「工芸のいま 伝統と創造」イベント事務局　☎092（725）1170
（10：00～17：00　土・日曜、祝日、年末年始を除く）

─九州・沖縄の作家たち
2009年1月1日（木・祝）～3月15日（日）

空
前
絶
後
の
工
芸
展
。

※上記イベントは予定であり、予告なく変更する場合があります。
　詳細については、決まり次第ホームページでお知らせします。

古賀フミ  佐賀錦鍵文能管袋「聴雪」東京国立博物館、志村ふくみ  紬織着物「湖北残雪（紺）」東京国立近代美術館、生野祥雲齋  竹華器
「怒濤」 東京国立近代美術館、鈴木藏  志野茶盌  東京国立博物館、増田三男  金銀彩壺「山背」 東京国立博物館、松井康成  練上嘯裂文茜手
大壺  東京国立近代美術館、松田権六  蒔絵箱「赤とんぼ」 京都国立近代美術館、徳田八十吉（3代）  燿彩鉢「心円」東京国立博物館
荒木幹二郎、今泉今右衛門（14代）、太田富隆、大村逍山、奥川俊右衛門、梶原光峰、金子認、川﨑淑子、小島康彦、小西勝代、酒井田柿右
衛門（14代）、佐々木厚、白水英章、白木光虎、築城則子、戸田東蔭、中里太郎右衛門（14代）、中村信喬、廣田洋子、宮崎祐輔、宗田智幸
（館所蔵はクレジットを記載。個人蔵は作家名のみ。敬称略、五十音順）

「工芸のいま 伝統と創造」展特別企画

作家が自作でお茶のおもてなし
工芸品は、使ってこそ真の良さが分かるもの。そこ
で今回、「工芸のいま」展に素晴らしい作品を出品して
いる作家の作品で、お茶を楽しんでいただきます。しか
も作家が自らの作品でおもてなし。人間国宝の作品を使
える機会なんて、めったにない！

日　程：２月７日（土）・８日（日）
時　間：①11：00～　②13：00～　③15：00～
場　所：九州国立博物館1F エントランスホール
定　員：各33名（定員になり次第終了）
参加費：無料。ただし、当日特別展入場券
　　　 もしくは半券の提示が必要。

次回特別展も
楽しそう！



1950（昭和25）年、文化財保護法が制定され、伝統的な技術・技も無形文化
財として保護されるようになった。54年には、その技を高度に体得してい
る人を「重要無形文化財保持者」として認定。これがいわゆる「人間国宝」で
ある。豊かな技を伝え、新たな創造性を生み出す絶対的なマイスターなの
だ。今回、九州・沖縄の現役作家を取り上げた第一部「九州・沖縄の作家た

ち」には　　　　　　　　　　　が出品。これに第二部「伝統工芸の精華」

では20人の人間国宝が加わる。

よくぞ聞いてくださった。この見どころを知るために、九博
の研究員は九州･沖縄を駆け回ったのだ。会場では展示説明
に、作品の特別アップ画像とともに「ここを見たらすごいと
思う」ことが紹介されている。図録では「技のポイント」「見
るポイント」が解説されている。これを手掛かりにすると

作家の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が伝わって

くる。「よくぞここまで」が見えてくる。これが分かると、奥
はどんどん深くなり、面白くなること請け合い。気が付いた
ら、工房にまで押しかけていたってことになるかも。
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日本の中でも九州・沖縄は工芸が盛んな地域。
なおかつ今回、九州・沖縄各県に住む日本工芸

会正会員159人中　　　　　　の作品が集結し

た。正会員は同会の展覧会に４回以上入選した
人であり、正会員であること＝高度な技術と高
い作品性を保持している人の証し。しかも第一

部に出品されるのは　　　　　　　　　　以降

の作品だけ。まさに九州工芸の「精鋭」と「い
ま」が詰まった工芸展なのだ。

観る

工芸王国・ニッポンをリードするのは、ずばり九州・沖縄。豊かな風土と多くの伝
統の技が醸成された九州･沖縄で、いま何が起こり、どんな作品が生み出されてい
るのか？　その問いに答え、現在進行形の工芸の熱い息吹を伝えるために、九州
国立博物館が総力を挙げて取り組んだ特別展、それが「工芸のいま 伝統と創造
－九州・沖縄の作家たち」だ。九州・沖縄で活動する７人の人間国宝をはじ
め、精鋭マイスターの作品を一堂に展示する初の試み。せっかくの貴重
な機会なだけに、知っておくべきポイントをしっかり押さえて鑑賞
したい。九州・沖縄の工芸を読み解くキーワードをガイドする。

知る

遊ぶ

探 観
特 別 展

工芸のいま 伝統と創造
─九州・沖縄の作家たち
2009年1月1日（木・祝）～3月15日（日）

染織作品については会期中展示替えを予定しております。
前期：1月1日（木・祝）～2月8日（日）  後期：2月10日（火）～3月15日（日）

青瓷彫文壺（2006年）
第一部「九州・沖縄の作家たち」出品者数

せいじほりもんつぼ

人間国宝  中島宏（佐賀県）
「中島青磁」「中島ブルー」。中国にも韓国にも
日本にも無かった「青」を作り出した作者の
青磁は、作者の名を冠して語られる。独特の
色彩の世界の、進化の途中の目撃者たれ。

博多織帯「かずら」（2003年）
はかたおりおび

人間国宝  小川規三郎（福岡県）
一切破たんを見せない構成力と圧倒
的な存在感は、確かな博多織の技に
裏付けされたものだ。8256本にもな
る経糸の一本一本をわが子のように
熟知する作者。今日も博多織の新し
い伝統を創り出す。

紅型両面着物「水玉に草花梅蝶文様」（2008年）
びんがたりょうめんきもの みずたま そうかばいちょうもんよう

人間国宝  玉那覇有公（沖縄県）
高度な型置きの技は必見。空間を埋め尽くす文様は、沖
縄の自然界の豊かな営みの形。襟を正して作品に対峙す
ると、一つ一つの文様の息づきに出会い、その世界にぐ
んぐん引き込まれていくはずだ。

白磁緑釉牡丹彫文花器（2000年）
はくじりょくゆうぼたんほりもんかき

人間国宝  井上萬二（佐賀県）
有田伝統のろくろの技、その系譜に
連なる作者の造形は、鋭角と曲線の
組み合わせによって美を生み出す。
白地に淡い緑のコントラスト。焼き
物ならではの自由な表現力を見よ。

濁手桜文花瓶（2003年）
にごしでさくらもんかびん

人間国宝  酒井田柿右衛門14代（佐賀県）

現代科学が生み出した純粋さに背を向けるこ
とで、江戸時代に生まれた濁手という独特の
白さが蘇る。そこに描かれた色絵の美しさ、
そして曲面に描かれた桜の表情をご覧あれ。

竹刺編菱文提盤（1975年）
たけさしあみひしもんていばん

人間国宝  飯塚小玕齋（東京都）
東京国立近代美術館

人間国宝だった父、琅玕齋が創案したという竹刺編の技を
用いて、菱文を表している。シンメトリーな形と緻密な編
組には、竹工芸ならではの整然とした魅力があって、格調
高らかな優品である。

紙塑人形「有間皇子」（1978年）
しそにんぎょう　ありまのみこ

人間国宝  鹿児島壽蔵（福岡県）
福岡県立美術館

博多人形を学びテラコッタを手掛け、
後に紙塑人形を独創し、確立し、人形
工芸の世界に影響を与えた。アララギ
派の歌人でもあり万葉の歌をテーマと
することも多い。

鹿児島
5人

沖縄
13人

熊本
10人

長崎
5人

佐賀
44人

福岡
49人

大分
8人

宮崎
3人

人間国宝って何？

工芸の見どころって何よ？

工芸展の展示って面白いの？
今回、展示室に足を踏み入れると「燃える深鉢の林」「山笠の人形」
「木竹のオブジェ」「糸の滝」といったコーナーシンボルが。何だか、

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 「来て、見て、はまった！」 

そんな展示を目指したと意気込みを語るのは企画課長の伊藤嘉章
さん。「九州･沖縄の工芸が持つパワーを表現したら、そうなってし
まった」ということらしい。

「工芸のいま」展はこうして生まれた！
「工芸ってどう見ていいか、分からない」「分か
らないなら、聞きに行け！」。すべては九博の研

究員　　　　　　が福岡～沖縄の全県に散るこ

とから始まった。第一部出品者すべての作家に
インタビュー。すると「よくぞ、そこまで」「な
るほど、そこに」とうなってしまう作家のこだ
わりがざくざく。研究員の驚きと感動は展示、
展示説明、図録に注ぎ込まれた。ああ、でも
もっと言いたい…、との声も。

そもそも工芸って？
工芸とは「工＝たくみ」の「芸＝芸術」。技と芸術が融合してこその工芸で
ある。身近な生活の中にも美を求め愛した日本人ならではの創造物、それ
が工芸。実用品でありながらも美術的価値の認められる逸品だ。歴史と伝
統にはぐくまれた技と、新たな創造を追い求め「これでもかっ」とばかり
に作り込まれた物。ううむ、何だかスゴイ。今回、陶芸、染織、人形、木竹

工、漆芸、金工、諸工芸と　　　　　  から出品されている。

九州の工芸分布図は？

日本工芸の歴史も
ばっちり！

第二部「伝統工芸の精華」を見るべし。九州・沖
縄の工芸の「いま」に影響を与えた九州内外の

　　　　　　の人間国宝を含む　　　　　　の

作品を展示。これぞまさしく、日本工芸の歴史
なのである。ここだけで一つの展覧会になっ
ちゃうような。歴史を踏まえることで九州工
芸の「いま」や「未来」がさらに明らかに照らし
出されてくる。

そのすべてが九博に集結する。そのすべてが九博に集結する。

1

2

3

4

5 6

7

7人人間国宝

137人

10人

20人 24人

7分野

2000年

技のすごみ、こだわり

テーマパークみたい。

7

第一部

第二部

第二部

第一部

第一部

第一部 後期

第一部 前期

九州・沖縄の工芸を読み解く　　 つのキーワード。九州・沖縄の工芸を読み解く　　 つのキーワード。
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文台・硯箱
（ぶんだい・すずりばこ）
所蔵：徳川美術館

文化交流展示室

information

特別公開

国宝 初音の調度
はつ　　ね ちょう　　ど

期間：2009.1.1～2009.2.1
場所：文化交流展示室  基本展示室

「文化交流展示室」に展示されるさまざまな文化財、九博の建物をカードにしました。
九博を彩る主役たちを集めてあなたも九博通になろう！
次回にカードを持って実物と見比べてみるのも楽しいですよ。

徳川美術館所蔵の“日本一豪華な婚礼道具”から「文台・硯箱」と
「祝枕」の２件が九博に。新年にふさわしい、めでたく華やかな国
宝です。江戸時代の工芸の粋が集結した、三代将軍家光の娘・千代
姫の「初音の調度」。当時最高の蒔絵師とうたわれた幸阿弥家十代
の長　による蒔絵技術の最高峰であり、贅の限りを尽くした逸
品。源氏物語の「初音」の帖をモチーフにしたデザインで、物語に
登場する和歌「年月をまつにひかれてふる人に 今日うぐひすの初
音聞かせよ」の文字がちりばめられているのも見どころです。
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カード

文化財はとってもデリケート
細やかな環境管理が欠かせません

博物館ってどんな所でしょう？ 皆さんは展示

を思い浮かべるかもしれませんが、それだけ

ではありません。時代や歴史の証しとして文

化財を未来へ“守り伝える”ことも、博物館の

大切な役割です。「博物館科学課」とは、科学

的なアプローチで“守り伝える”ことを専門に

取り組む、九博ならではのチームなんですよ。

当館の来館者は多い日で１日約１万人。たくさ

んの人が訪れる

ということは、

それだけご

みやほこりも入り込むということ。これを放っ

ておくと、害虫の繁殖やカビの原因になり、大

切な文化財にダメージを与えかねません。そ

こで、露出展示し

ている復元文化財

などは閉館後、学

芸員の資格を持つ

NPO法人のスタッ

フが一点一点メン

テナンスします。

これを毎日欠かさ

ず実践しているのは世界中で九博だけ。大変

な労力ですが、文化財の保護にはかなり効果

的です。ほかにも展示ケー

ス内の温湿度の管理や空

気中の二酸化炭素量の調

節を細かく行うなど、皆さ

んに気持ちよくご覧いた

だきながら文化財を守る

ため、常に館内の環境を管

理、分析しています。

展示期間外の収蔵品は、収蔵庫で大切に保管

し、必要に応じて修復します。保存と修復に

は、現代の優れた科学技術と日本人の伝統的

な知恵や技術を融合しています。例えば、収蔵

庫の空調はコンピューターシステム

で管理していますが、保存箱や棚、

収蔵庫の内装はすべて木材。湿

度が高く地震の多い日本には、

調湿性に優れ、滑り落ちにくい

木による保存が適しています。

これは阪神・淡路大震災で、欧米

型の収蔵庫に大きな影響が出た

ことからも、あらためて見直され

ました。

修復も同じです。作品の価

値を損なわないよう、デジタル技術で材質と

構造をしっかり調査・把握した上で、伝統的な

技術による地道な修復作業を施して

います。こうした技術を若い人や海

外の技術者に伝えていくことも、博

物館の大切な務め。九博には全国か

ら技術者が集結しているんですよ。

「バックヤードツアー」では、一般の

方もこうした施設の一部を窓越しに

見学できます。文化財へ

の影響を防ぐため、博物館の

裏側は公開しないのが普

通ですが、そこが“市民と

共に歩む”九博らしさ。

もちろん管理体制は万全

なので、安心して “博物館

が何をどう守り、伝えている

か”を体感してください。

展示品を守るために、毎日メンテナンス！

博物館科学課長本田 光子

修復には高度な技能と集中力が欠かせません

窓があるのは11ある収蔵庫の一部屋だけ。毎週日曜日の「バックヤー
ドツアー」ではボランティアさんが案内します

バックヤードでは保存・修復中
先人の知恵と最新技術をのぞいて

“博物館”と“科学”って一見あまり関係なさそうだけど、「博物館科学課」って一体どんなことを
しているんだろう？ どうやらこの言葉を使っているのは、全国の博物館の中でも九州国立博物
館だけらしい。九博の秘密が隠されているとにらんで、今回はこの謎をリサー知！ 博物館科学課
の本田光子課長、詳しく教えてください。

観る

知る

遊ぶ

「博物館科学課」って何をしている所ですか？リサー知！

きゅうはく

ち

唐船・南蛮船図屏風
時代・世紀：安土桃山～江戸時代、17世紀
所蔵：九州国立博物館

重要文化財  阿弥陀如来立像
時代・世紀：平安時代、12世紀
所蔵：九州国立博物館
展示場所：文化交流展示室 関連展示室６室

1639（寛永16）年、尾張家に満２歳６カ月
で嫁入りしたという千代姫の嫁入り道具。
和歌の上の句が硯箱のふた表に、下の句が
文台に表されている

高蒔絵をはじめとした高
度な技術を凝縮。一日見て
いても飽きることのない
「日暮らしの調度」という
別名もあるほど

X線CTスキャナで虫食い、亀裂、　
修理の跡をチェック

南蛮屏風をモチーフにしたドラマ
「じろじろ ぞろぞろ 南蛮屏風」をシアター4000で上映中

「ひ」

「月」
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九博の環境を守るパトロール部隊です

空き箱は

小物入れに

展示フロアや廊下の隅を注意深く見ると、

何やら小さな箱が置いてある…。さて、こ

れは何？ 答えは右ページのVolunteer 

Voiceコーナーで。

V olunteer Voice

あじっぱ探検

環境部会
ボランティア

G oods

和モダン薫る手ぬぐいは、収蔵品をモチーフにした
絵柄が常時５～６種類そろう人気商品。中でも新年
ムード漂う「ウンスンカルタ」柄はいかが？ タペス
トリーにしたり、ひと手間加えてバッグにする人も
多いとか。「南蛮屏風ソフトクッキー」も宝箱のよう
にきらびやかなパッケージが、おめでた感たっぷ
り。ミルククリーム入りのしっとりとしたクッキー
で、職場や友人への手土産にももってこいです。

九州国立博物館ミュージアムショップ
☎092（918）8818〈ショップ直通〉

手ぬぐい（各種）
1,050円

南蛮屏風ソフトクッキー
1,050円

2009年をもっと明るい年に！
あっぱれなおめでたグッズ

あの人間国宝を育てた？
九州のおいしい伝統あれこれ

F oods

今回の特別展をイメージした、期間限定弁当が登場。
福岡の家庭の味「筑前煮」や北九州名物「鯖のぬか炊
き」、さつまいもあん（鹿児島）をキンカン（宮崎）に
見立てた「唐芋金柑風」など、九州各地の郷土
料理や特産品が一度に味わえます。エント
ランスホール内のオープンカフェでは、
ほろ苦い抹茶ソフトとあずきの和ス
イーツもどうぞ。

白玉クリームぜんざい
630円

レストラン・グリーンハウス　☎092（918）7822

「あじ庵」でベトナムっ子になろう！

観る
知る
遊ぶ

フロアの隅の謎の箱
きゅうは

く

トリビア
Goodsコーナーで紹介している「ウンスンカル

タの手ぬぐい」が、ちょちょいのちょいでエコ

バッグに早変わり！　作り方は超カンタン。

ミュージアムショップに見に行ってみよう。

エコバッグしませんか

瓔珞付銅製経筒

ふたにガラス玉と銅製のスパンコールの飾りを付けた経筒。
大野城が築かれ防衛の拠点であった四王寺山（しおうじや
ま）は、仏教の山として発展し多くの経塚が造られた。

A.D.
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12世紀★

1250 1500 1750 2000

あじマネ

平島 澄子さん

にぎやかな「ハノイの市場」。
ノン（すげがさ）と天秤棒でベ
トナムっ子に！

中国文化の影響が分かる「ドンホー
版画」。伝統工芸をぬりえで体験

ベトナムには54の民族
がいるので、民族衣装
もさまざま

あじマネさんもお気に入りの「水上人
形劇場」。人形を動かしてみよう！

露木 喬さん

モ
ン
族
の
民
族
衣
装

こ
の
看
板
が
目
印

文化交流展示室 基本展示室 第Ⅲテーマ
トピック展示「大野城と四王寺」

展示
場所

●DATA

展示期間  ～2009.1.18

ジャンル／考古
時代／平安時代・12世紀
所蔵／九州国立博物館

よう　 らく　 つき　 どう　 せい　きょう  づつ

１ きゅうは
く

トリビア
2

オープンカフェの

定番人気メ
ニュー

！

博物館のIPM（総合
的有害生物管理）
などを担当

もっと
きゅうはくを

土　偶

東日本の土偶は写実的で丁寧なつくりが特徴。縄文時代の服装
や習俗だけでなく妊娠や女性の身体的特徴をも表現している。

文化交流展示室 基本展示室 第Ⅰテーマ展示
場所

●DATA

展示期間  ～2009.3.31

ジャンル／考古
時代／縄文時代・
　　　約3,000年前
所蔵／東京国立博物館

ど　　　　　ぐう

周茂叔愛蓮図

狩野派の初代であり足利義政の御用絵師を務めた正信
（1434─1530）の代表作。船に乗る蓮（ハス）を愛した中国
北宋時代の儒学者・周茂叔（しゅうもしゅく）を描いている。

A.D.
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15世紀★
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文化交流展示室 基本展示室 第Ⅳテーマ展示
場所

●DATA

展示期間  2009.3.3～2009.3.31

ジャンル／絵画
時代／室町時代・15世紀
作者／狩野正信  筆
所蔵／九州国立博物館

しゅう　も　　しゅく　あい　れん　　ず

三角縁神獣鏡

1885（明治18）年に福岡県那珂郡老司村（現福岡市南区）か
ら出土した古鏡。鏡縁の断面が三角形の、いわゆる三角縁神
獣鏡の一つであり、玉や武器とともに古墳に副葬されていた。

A.D.

0 250 500 750 1000

★４世紀

1250 1500 1750 2000

文化交流展示室 基本展示室 第Ⅱテーマ展示
場所

●DATA

展示期間  2009.1.1～2009.3.31

ジャンル／考古
時代／古墳時代・４世紀
所蔵／九州国立博物館

さん　かく　ぶち　しん　じゅう　きょう

ウンスンカルタ

ポルトガル伝来のカルタを日本風にアレンジしたもので、ア
ジアやヨーロッパの風俗が入り交じる。75枚でひとそろい。
布袋、寿老人、恵比寿（えびす）、大黒、達磨（だるま）の札５
枚をウン、中国風の冠をかぶった男の札５枚をスンという。

A.D.

0 250 500 750 1000

17世紀★

1250 1500 1750 2000

文化交流展示室 基本展示室 第Ⅴテーマ展示
場所

●DATA

展示期間  2009.1.20～2009.2.1

ジャンル／絵画
時代／江戸時代・17世紀
所蔵／九州国立博物館

山水花鳥螺鈿蓋付ナイフ入れ

西洋の食器ナイフを入れるケース。西洋からの注文を受けて
製作したもので日本の調度品としては珍しいデザイン。

A.D.

0 250 500 750 1000

19世紀★

1250 1500 1750 2000

文化交流展示室 関連展示室 第11室
トピック展示「港市長崎─鎖国のなかの異国情緒─」

展示
場所

●DATA

展示期間  ～2009.1.18

ジャンル／工芸
時代／江戸時代・19世紀
所蔵／九州国立博物館

さん　すい　　か　ちょう　ら　　でん　ふた　つき

これまで中国、韓国、タイなどの文化を紹介してき
たあじっぱに、８カ国目のベトナムが加わりリ
ニューアル。期間限定で一つの国を取り上げる「あ
じ庵」もベトナム一色です。「おもちゃや伝統工芸
品など、かわいいものがいっぱい。手に取ってよく
見て」とあじマネ（あじっぱマネージャー）の平島
さん。テーマは“ハノイの人々の生活”。ベトナム

コーヒーのカップや現地の雑誌、ハノイの街を映
し出すテレビもあって、本当にベトナムの街角に
あるカフェのよう。テレビでは伝統的なバッチャ
ン焼やドンホー版画の制作風景、水上人形劇など
も映し出されます。「工芸品や人形は実際に触れる
こともできます。映像を見てから遊ぶとより楽し
めますよ！」

私たち環境部会の主な仕事は“ウオッチング”。３
～４人のチームで、館内をくまなく見て回ります。
点検するのは施設の隅や壁、暗がり、そして「イン
ジケーター」と呼ばれるトラップです。ゴキブリ捕
獲用品のようなこの箱に掛かるのは、ダンゴムシや
ヤスデ、砂粒にも満たないほどの小さな虫。かつて
昆虫少年だった私にはかわいいものですが、博物館
にとっては大事な文化財を脅かす害虫です。ここで

はむやみに化学薬剤だけに頼った害虫退治をする
のではなく、人間の感覚をフルに使った細やかな点
検と心のこもった掃除で、環境維持に努めていま
す。博物館が畑だとすれば、九博はいわば“無農薬
畑”。虫にも人にも展示物にも優しい、世界に誇れ
る施設です。裏方として寄り添っていける喜びは、
かけがえのないものですね。

B.C.← →A.D.
0ー500ー1000ー1500 500 1000 1500 2000

★約3,000年前

謎の箱は

インジケーター。

部屋の隅にある
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博物館 松花堂弁当
2,100円
〈3/15（日）まで〉
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